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放射性廃棄物放射性廃棄物処分における時間軸と処分における時間軸と発生発生事事
象象
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EBSとNF
での
基本事象 緩衝材による隙間シール、膨潤圧上昇
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水位低下

廃棄体発熱による緩衝材温度上昇 温度下降

腐食膨張、ガス
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支保機能喪失と岩盤クリープ

地下の化学的雰囲気の変化
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大

出所；原環センター,遠隔操作技術高度化調査 2007.3
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発生の可能性の高いシナリオのイメージ（加藤他2007)
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廃棄物容器や周

辺岩盤と緩衝材

との間に生じる

隙間部分

周辺岩盤

処分孔壁

処分坑道

廃棄物収納容器 

（オーバーパック）

緩衝材

埋戻し材

廃棄物収納容器（オーバーパック）と緩衝材の定置直後 定置～100年前後経過（再冠水）

周辺岩盤地下水の浸入
発熱

緩衝材の膨潤、岩

盤の長期変形によ

り圧力が作用

熱により緩衝材、

岩盤の物性が変化

周辺岩盤

廃棄物収納容器か

ら核種の漏洩がは

じまる。

核種の漏洩

1000年～

緩衝材の膨潤、岩盤

の長期変形により圧

力が作用。それぞれ

変形する。

周辺岩盤

100年前後（再冠水）～1000年経過

廃棄物収納容器の腐

食膨張、緩衝材の膨

潤、岩盤の長期変形

により圧力が作用。

それぞれ変形する。

廃棄物収納容器 

（オーバーパック）

処分坑道

処分坑道 処分坑道

発熱

緩衝材には、こ
の隙間部分を膨
潤変形により充
填する役割が期
待されている。
この役割は自己
シール性と呼ば
れている。

処分孔周辺において想定される事象（小峯・緒方，1999）



13
「高レベル放射性廃棄物地層処分技術の現状とさらなる信頼性向上に向けて」（社）土木学会、２００４．６「高レベル放射性廃棄物地層処分技術の現状とさらなる信頼性向上に向けて」（社）土木学会、２００４．６



緩衝材の設計要件（ＨＬＷの例）緩衝材の設計要件（ＨＬＷの例）

地下水の浸入に伴う膨潤によって、定置時の周辺岩盤との隙間や緩衝材内に生じた
隙間を充填できること

自己シール
性

低透水性を有することにより緩衝材中の地下水の動きを遅くして、結果的に緩衝材中
の物質移動が遅くなるようにするとともに、ガラス固化体の溶解速度や核種の溶出を
抑制すること

低透水性

廃棄体埋設後、オーバーパックの機能が維持される期間、オーバーパックを力学的
に安定に支持でき、地震に対しても健全性を維持できる力学特性を有すること

強度

廃棄体埋設後、オーバーパックの機能が維持される期間、オーバーパックの腐食膨
張と岩盤のクリープ変形を力学的に緩和できること

変形能

既存の技術によって所要の密度が得られるような締固め特性を有すること施工可能な
締固め特性

ガラス固化体から放射性核種が溶出した場合、それを収着することによって放射性
核種の移行を抑制すること

収着性

放射性核種がコロイドとして移行することを妨げることコロイドフィル
トレーション

所要の
期間、人
工バリア
に有意
な影響を
及ぼさな
い

製作・施
工が可
能である

放射性
核種の
移行抑
制

良好な熱伝導性を有することにより、ガラス固化体の発熱を外部に伝え、ガラス固化
体の安定な形態を損なうような熱による変質を生じさせないこと

人工バリアの性能に有意な影響を及ぼすような緩衝材の熱的な変質が生じないこと

熱伝導性

ブロック方式による施工を想定した場合、据付時のハンドリングに必要な力学的特性
を有すること

施工可能な
強度

人
工
バ
リ
ア
の
成
立

地下水のpHや還元性(Eh)などを化学的に緩衝することにより地下水の化学的条件

を好ましいものとすること
化学的緩衝

性

放
射
性
核
種
の
隔
離

内容設計要件基本的な要件

地下水の浸入に伴う膨潤によって、定置時の周辺岩盤との隙間や緩衝材内に生じた
隙間を充填できること

自己シール
性

低透水性を有することにより緩衝材中の地下水の動きを遅くして、結果的に緩衝材中
の物質移動が遅くなるようにするとともに、ガラス固化体の溶解速度や核種の溶出を
抑制すること

低透水性

廃棄体埋設後、オーバーパックの機能が維持される期間、オーバーパックを力学的
に安定に支持でき、地震に対しても健全性を維持できる力学特性を有すること

強度

廃棄体埋設後、オーバーパックの機能が維持される期間、オーバーパックの腐食膨
張と岩盤のクリープ変形を力学的に緩和できること

変形能

既存の技術によって所要の密度が得られるような締固め特性を有すること施工可能な
締固め特性

ガラス固化体から放射性核種が溶出した場合、それを収着することによって放射性
核種の移行を抑制すること

収着性

放射性核種がコロイドとして移行することを妨げることコロイドフィル
トレーション

所要の
期間、人
工バリア
に有意
な影響を
及ぼさな
い

製作・施
工が可
能である

放射性
核種の
移行抑
制

良好な熱伝導性を有することにより、ガラス固化体の発熱を外部に伝え、ガラス固化
体の安定な形態を損なうような熱による変質を生じさせないこと

人工バリアの性能に有意な影響を及ぼすような緩衝材の熱的な変質が生じないこと

熱伝導性

ブロック方式による施工を想定した場合、据付時のハンドリングに必要な力学的特性
を有すること

施工可能な
強度

人
工
バ
リ
ア
の
成
立

地下水のpHや還元性(Eh)などを化学的に緩衝することにより地下水の化学的条件

を好ましいものとすること
化学的緩衝

性

放
射
性
核
種
の
隔
離

内容設計要件基本的な要件



15
「高レベル放射性廃棄物地層処分技術の現状とさらなる信頼性向上に向けて」（社）土木学会、２００４．６「高レベル放射性廃棄物地層処分技術の現状とさらなる信頼性向上に向けて」（社）土木学会、２００４．６



16
「高レベル放射性廃棄物地層処分技術の現状とさらなる信頼性向上に向けて」（社）土木学会、２００４．６「高レベル放射性廃棄物地層処分技術の現状とさらなる信頼性向上に向けて」（社）土木学会、２００４．６


